
一人一人の知識及び技能の定着や思考力・判断力・表現力等を伸ばす学習

捉

捉

ICTの積極的な活用

児童生徒の多様な考えを引き出し、思考を深めるような発問を工夫する。

活動を工夫する。
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全国学力・学習状況調査の結果等を踏まえ、

※指導後は、児童生徒の定着の状況や指導上の留意事項をメモし、次年度の年間指導

　計画の作成に活用する。

身に付けさせる資質・能力
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などを踏まえ、

実際の授業に向け ことを
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〈小学校の学習指導案（様式例）〉
（小学校国語科の例）

国語科学習指導案

日 時 令和○○年○○月○○日（○）○校時
児 童 第４学年○組 ○○名
指導者 ○ ○ ○ ○

１ 単元名 読んで考えたことを話し合おう（使用する教材名「ごんぎつね」）

２ 単元について

３ 単元の目標

４ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

５ 言語活動
印象的な場面をとらえ、「読書発表会」を行うこと。（言語活動例イ）

６ 指導計画（９時間扱い）

時間 単位時間の目標 ○主な学習活動 ＊部分的な言語活動  評価規準・評価方法等

学習のねらいを確か ○ これまでの学習を振り返り、文学的
め、「感想交流会」に 文章を読む際の視点について確認する。

１ 向けた見通しをもつ ○ 本単元の学習のねらいや「感想交流会」
ことができる。 の内容を知り、学習の見通しをもつ。～

２

「ごんぎつね」を読 ○ 「ごんぎつね」を読み、印象に残った
み、印象に残った場 場面を選ぶ。
面を選ぶことができ ○ 難語句について確認する。
る。 ＊物語を読み、印象的な場面を選ぶ。

場面の移り変わりや ○ 叙述に即して場面の移り変わりや登場
３ 叙述に着目し、登場 人物の気持ちの変化などをとらえながら

人物の性格や気持ち 読む。～

の変化を想像しなが ・場面と場面を関係付けて読む
ら読むことができる。 ・登場人物の行動や会話から人物像を読む

５ ・地の文や行動、会話から、場面の移り変
わりとともに変化する登場人物の気持ち
を読む

＊場面を選んだ理由を考えながら読む。

「『ごんぎつね』を読んで、感想交流会で考えたことを話し合おう」

教師と副になる教師を記述します。

の３点にわたって記述し、教師の授業構想を明確にします。また、校内
や教科の研究とのかかわりについて記述する場合もあります。

児童（生徒）の立場に立った表現で記述します。その際、
観点別学習状況の評価の観点を考慮して整理します。

年間指導計画を基に、単元の評価規準を明記します。

単元（題材）についての見通し
が明確になるようにします。

－71－

①様子や行動、気持ちや
性格を表す語句の量を
増し、言葉には性質や
役割による語句のまと
まりがあることを理解
し、語彙を豊かにして
いる。((1)オ）

［知・技①］
 音読

・様子や行動、気持ちや性格
を表す語句を捉えて文や文
章を読んでいるかを確認す
る。

①「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結
び付けて具体的に想像している。(C(1)エ）

②「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気付いている。(C(1)力）

(1)　様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、言葉には性質や役割による語句のまとまりがあること
を理解し、語彙を豊かにすることができる。 〔知識及び技能〕（1)オ

(2)　登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することが
できる。 〔思考力・判断力・表現力等〕 C(1)エ

(3)　文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くことが
できる。 〔思考力・判断力・表現力等〕 C(1)カ

(4)　言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。
「学びに向かう力、人間性等」

①進んで登場人物の気持ちの
変化について、場面の移り
変わりと結び付けて具体的
に想像、学習の見通しをもっ
て考えたことを話し合おう
としている。

［思・判・表①］
 観察・ワークシート

・人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面
の移り変わりと結び付け
て具体的に想像して読ん
でいるかを確認する。

評価方法は観察だけでは
なく、多様で具体的な評価
資料を集めるようにするこ
とが大切です。

「児童（生徒）の実態について」「教材について」「指導について」

ティーム・ティーチングの場合は、主になる
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７ 本時の学習
(1) 本時の目標と評価規準

場面の移り変わりや叙述に着目し、登場人物の性格や気持ちの変化を想像しながら読むことが目 標
できる。

登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に
想像している。

評価規準
【思・判・表①】

(2) 本時の展開 （３～５/９）

過程 ○主な学習活動 ◇教師の主な働きかけ 　評価規準・評価方法等
さ断判とるす要を力努▲等言発の童児るれさ想予・ ＊留意点

れる児童への手立て

導入 ○ 前時の学習を振り返り、学習 ◇ 印象的な場面を選び、友だ
課題を把握する。 ちに選んだ理由を添えながら
・一番印象的な場面を探して 伝えるための学習であること
音読したよ。 を確認する。

○ 選んだ場面を発表する。 ◇ 様々な場面を選んでいること
を、教科書で場面のページを

、 。探しながら 全体で確認する

展開 ○ 選んだ印象的な場面につい ◇ これまで文学的な文章を読
て、これまでの読みを生かし むことの学習でどのような読
て、なぜ、そう感じたのか、 み方をしてきたのか想起さ
理由を考えながら読む。 せ、カードを提示しながら確
・ごんの行動がおもしろくて 認する。
ごんの性格が分かる場面だか

・登場人物の行動（第1・2学年）ら印象に残ったよ。
・場面の様子（第1・2学年）・兵十がごんのことをどう思
・中心人物の性格や気持ちの変化っているか、一番気になると

（第3・4学年）ころだから選んだよ。

○ 印象に残った場面とその理 ◇ 選んだ場面以外の叙述にも
由をワークシートにまとめる 着目するよう促す。。

○ 選んだ印象的な場面につい ◇ 自分が気を付けたところと
て、どんなことに気を付けて どのような違いがあるか考え
読んだか交流する。 ながら交流するよう促す。

や葉言の十兵とんご、は私・
とんご、らか話会のと助加
読らがなえ考を係関の十兵

りかが手を動行や話会▲。よだん
べ比を面場の後前、に十兵を動行のんご、はくぼ・
移の面場、りだん読て像想、かるいてっ思うどが
てっなもとにりわ変り。よだん読らがなし

変化する中心人物の気
持ちについて、想像す
るよう促す。

終末 ○ 交流した内容を踏まえ、も ◇ 交流で新たに気付いた印象
う一度ワークシートを見直す。 的な場面を選ぶ理由について、
・となりの場面と比べてみよう 整理し板書する。。
・ごんと兵十の言葉を集めて

こたい付気にトーシクーワ◇。うよみ
・うなぎをぬすんだときとあな とを書き加えるよう促す。
の中で考えていたときのごん
の気持ちを比べてみよう。

印象的な場面を選んだ理由を考えながら読もう。

本時の目標と評価規準を
明記し、評価を行う場面が
分かるように、本時の展開
の右側に記載します。

導入にあまり時間をかけ
ず、本時の学習課題を児童
（生徒）に明示します。

全ての児童が本時の目標
を達成できる手立てを記載
します。

本時の目標と正対するま
とめの活動になるように留
意します。

本時に身に付けさせたいことを振り返ったり、確かめたりします。
教科や内容によっては、練習問題に取り組むことも大切です。

学習指導案を具体化する
ため、予想される児童の発
言を記載します。

［思・判・表①］
 観察・ワークシート

・人物の気持ちの変化や
性格、情景について、
場面の移り変わりと結
び付けて具体的に想像
して読んでいるかを確
認する。
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